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網走川水系及び常呂川水系 

既存ダムの洪水調節機能強化に係る協議の場（第 1 回） 

議事録 

 
日 時：令和２年１月３１日（金）１４：００～１５：００ 
場 所：北見河川事務所 １階会議室 
出席者：網走川水系既存ダムの洪水調節機能強化に係る協議

の場構成員、常呂川水系既存ダムの洪水調節機能強
化に係る協議の場構成員及び網走地方気象台 

 
１．設置の目的等 
（１）事務局より資料１－１及び１－２を用いて説明した。 
（２）網走川水系及び常呂川水系既存ダムの洪水調節機能強化に係る協議の場の規約はそ

れぞれ資料１－１及び資料１－２のとおり承認された。 
 
２．既存ダムの洪水調節機能強化に向けた基本方針等 

事務局より資料２、資料３－１及び３－２を用いて説明した。 
 
３．スケジュール 

事務局より資料４を用いて説明した。 
 
４．その他（質疑等） 
(北見市農林水産部農林整備課) 

確認ですけども、治水協定については水系ごとということになっているのですが、例えば
常呂川水系でいけば、鹿ノ子、富里、協栄それぞれ目的とか構造とか色々違ったような状況
にあると思うのですが、先程説明の中にも多目的とか利水とか色々なことを考えてソフト、
ハード考えて、その辺をきちんと構造評価を把握してなかったそれぞれのダムに合わせた
形の中で治水協定を結ばれるという形の方向でいくということでよろしいでしょうか。 
(事務局) 

ご指摘の通り、治水協定につきましてはこのダムは無理だからというわけではなくて、全
部のダムで結ぶということになっております。その中身がどこまで突っ込んだ中身になる
のかは、まだこの場ではご説明できなくて申し訳ないのですが、協定の中で先ほど言ったと
おり、そのそれぞれのダムの構造、当然下げられる、下げられないもありますし、そういっ
た構造は協定を結んでからですね、検討を進めていくような形になるのではないかと考え
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てございます。その他に例えば情報網の整備だとか、ダムの構造によらないところの内容と
しては含んでございますので、まずはこの治水協定を結ぶといったところ、それから内容に
ついては、わかり次第また関係者様にはすぐにでも共有できるようにしたいという風に考
えてございますので、そのような形で進めたいなと思ってございます。 
 
(北見市農林水産部農林整備課) 

タイトなスケジュールなので操作規定の変更もある程度出水期まではという形なのでし
ょうか。操作規定の変更に絡み、市の管理条例の規則の変更も関わってくる可能性もあるの
で、そうなってくると出水期ということなのでちょっと厳しいかなと思います。お願いとい
う形になりますが、情報提供をなるべく早くしていただいて協議のほうもきちっと丁寧に
対応していただけたらなと思いますのでよろしくお願いいたします。 
(事務局) 

わかりました。今のところ多分ですね、直轄の鹿ノ子ダムが、次の出水期に向けて、こう
いった操作規定の見直し等を含めてやっていきたいという風に今考えているところなので
すが、利水ダムについてはどこまでできるかっていうのが今後の検討次第にもなりますの
で、全部のダムがっていうことではないのかなと思いつつも、できるダム、要はできる範囲
でやっていきたいというところで、今年の出水期からそういった効果を上げていきたいと
いう目標をもって、ちょっと非常にタイトなスケジュールというのは本当にもうご指摘の
とおりでありまして、とは言いつつもしっかりと出水期に向けて、対応していきたいと思っ
ておりますので、先程言った通りしっかりと連携をとりながら情報共有もしながら進めて
いければなと思っておりますのでご協力をよろしくお願いいたします。 
 
（網走開発建設部農業整備課） 

農水大臣所管のダムの担当者ということで、今後こういうスケジュールで協定など締結
しながらガイドラインに沿って進めていくという話なのですが、２８年台風のような、そう
いうのがやってきましたと、いうようなことがあって実際またこういうような課題が出た
というときには、やはりこういう場でまた揉むとかっていうような形になるのでしょうか。 
(事務局) 

そうですね。基本的にはこの協議でもこれ一回というような一年限りのものではない、こ
の協議の場というのは今後必要において続けていくものですので当然できるものからやっ
ていくということで、先ほど言ったようにダムの構造とか予算をつけてダムの改造をすれ
ば効果が上がるようなダムがあれば当然そういったものもメニューの中で取り組んでいく
という風になると思います。農業ダムでしたらそこは農水省さんの方で判断していくもの
で、河川管理者の方でそうしようっていうことではなくて一緒にやりましょうっていう協
定になりますので、そこはそういう流れになればそうなります。当然１年でできることでき
ないことっていうのはあると思いますのでそういう風に考えていただいていいと思います。 


